














こと」を指摘している 3）。つまり，校務で ICT を活用し





























M-GTA）を用いる方法が考えられる 9） 10） 11）。










A Case Study on Promoting Process of Utilization of Lesson Support System in 
Classroom Through Using It in Staff Meeting at Elementary School: Focusing on 
Utilization of Screen Sharing Function
今　村　　　隆＊　　森　山　　　潤＊＊
 IMAMURA Takashi MORIYAMA Jun
　本研究では，小学校において，授業支援システムを校務である職員会議で活用することで，授業での活用が促進され
るプロセスを質的に検討した。授業支援システムである SKYMENU の持つ，発表者の画面を共有する発表機能を活用し
た職員会議に参加した新規転入教員 5 名を対象に半構造化面接を行い，得られたデータをもとに M-GTA を用いて分析し
た。その結果，SKYMENU の職員会議での活用から授業活用に至るプロセスを記述する 20 の概念，6 つのサブカテゴリー，
4 つのカテゴリーが生成された。概念間及びカテゴリー間の関係から，システムの利便性や不便さへの【気づき】と【操
作・慣れ】が【ICT 活用の意識】を高め，【ICT 授業活用】を促進させることが示唆された。
キーワード : 校務の情報化，授業支援システム，ICT 活用指導力，半構造化面接，M-GTA
Key words :  informatization of school duties，lesson support system, teaching skills using ICT，semi-structured interview, M-GTA
























る。協力校が属する K 市では，2015 年に授業支援シス
テムとして SKYMENU Class 2014（以下，SKYMENU）




















































　2018 年 1 月から 2019 年 7 月までの 1 年 7 ヶ月間，K
市内の公立小学校において，SKYMENU を活用した
職員会議を 20 回実施した（4 月は 3 回，それ以外の
月は 1 回ずつ実施。8 月は実施せず）。職員会議では，
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した（写真 1）。
2.3　分析焦点者及びデータ収集
　2019 年 7 月下旬から 8 月上旬にかけて，同年度の新














るクヴァール 15）の基本的な考え方を参考とし，1 年 7
カ月間の職員会議での SKYMENU の活用経験に基づい
て原案を作成した。その後，情報教育・教育工学を専門




















































教員 性別 年代 教員歴 SKYMENU の経験 
A 男性 20代前半 4か月 なし 
B 女性 20代前半 4か月 なし 
C 女性 30代後半 13 年4か月 なし 
D 女性 20代前半 4か月 なし 
E 女性 30代前半 9年4か月 なし 
 




表2 半構造化面 ーガイド 
質問項目 
1.着任してから4カ月たったが，SKYMENU の操作にはどれくらい慣れたか 


















































































表4-1 生 リー，概念 






































































表4-2 カテゴリー，概念( き) 























































































































































































































































































































































































分類 影響の方向 具体例 
の数 
A 職員会議におけるSKYMENUの活用→【気づき】 11 
B 職員会議におけるSKYMENUの活用→【操作・慣れ】 37 
C ＜不便さへの気づき＞→＜利便性への気づき＞ 2 
D ＜利便性への気づき＞→＜不便さへの気づき＞ 22 
E 【操作・慣れ】→【気づき】 2 
F 【気づき】→【操作・慣れ】 3 
G ＜他者からの学び＞→＜システムの理解と慣れ＞ 2 
H ＜システムの理解と慣れ＞→＜他者からの学び＞ 2 
I 【気づき】→＜効果的な活用への気づき＞ 13 
J 【気づき】→＜活用意欲の向上＞ 2 
K 【操作・慣れ】→＜効果的な活用への気づき＞ 10 
L 【操作・慣れ】→＜活用意欲の向上＞ 18 
N 【ICT活用の意識】→【ICT授業活用】 25 
 























































































































けの 1 人 1 台端末環境の整備が進められた 16）。2021 年
























2 ）文部科学省：平成 30 年度学校における教育の情報
化の実態等に関する調査結果，（2019b）























































　ht tps : / /www.mext .go . jp /content /20210518 -mxt_
jogai01-000009827_001.pdf（最終閲覧日 2021.6.21）
100 学校教育学研究,   2021,   第34巻
